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それから約２０年後の２００６年１２月に今度は小規模な混声合唱団アネモスで

メサイアを公演するにあたって、追加改定して新版としたものです。年あたかもモー

ツァルト生誕２５０年でした。第８章はその年を記念して追加しました。） 



 2 

  （１） ヨ―ロッパの民族史の片隅 

 

 荒波をうけてそそりたつ断崖 いつも強い風のなかにある寒村、映画『ライアンの

娘』はそんなアイルランドの僻地が舞台です。第一次大戦当時のアイルランドは独立

前の不穏の中で村には英国軍の小隊が駐屯し 村民は彼等に強い反感を持っています。

人は仕事もなく退廃的ですが 独立運動の反乱ゲリラを密かに応援しています。たっ

た一軒の酒場のおやじライアン その美しい娘ロ―ジィ。彼女と小学校に住込みの先

生 それに対独前線で負傷しこの寒村に回されてきた英軍将校などをめぐってドラマ

が展開します。ダブリンの教師会議から帰ってきた先生はロ―ジィにダブリンでの音

楽会の話をします。『ベ―ト―ベンは禁止されているのさ、馬鹿な話だ。』第一次大

戦でドイツと戦う英国 密やかにそのドイツと組んででも独立したいアイルランド 

きびしい歴史の錯操したヨ―ロッパの民族関係が音楽にも影響を与えずにはいません。 

 ヘンデルの傑作オラトリオ『メサイア』はこのアイルランドの首都ダブリンで初演

されています。ヘンデルはロンドンを拠点として活躍したのですが、この大曲がロン

ドンでなくダブリンで初演されたのはなにか特別な事情があったのでしょうか。そん

なことからその頃のダブリンとロンドンの関係やヘンデルの人となりをみていきたい

と思います。 アイルランド総督ウィリアム・カヴェンディシュの依頼でメサイアの

作曲にとりかかったのは１７４１年のことです。その五年前の１７３６年にはロンド

ンで大規模な暴動が起きています。反アイ

ルランド暴動です。アイルランド移民が安

い賃金で働くので仕事を奪われたといっ

て ロンドン労働者群衆 ４０００人が

アイルランド人の溜り場や居住地をおそ

ったのです。アイルランドは１６世紀から

徐々に英国の植民地化が進められていま

した。土地を奪われ産業は押えられてその

宗教であるカトリックは差別されました。

英国国教はプロテスタントです。窮乏した

アイルランド人民衆は仕事を求めてロン

ドンに集まってきました。安い賃金で働く

のもなりゆきです。そこでこの貧しいもの

どうしの闘いです。（救いのない出来事で

すが、日本でも戦前韓国民との間で似たよ
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うなことがありました。）この緊張関係はヘンデルがアイルランドを訪ねた１７４１

年も続いています。 

 ヘンデルはこのあふれる群衆を飲込むエネルギ―を持ったロンドンにひかれたのに

違いないと思います。ハノ―バ―もヨ―ロッパの数少ない自由都市でしたが ロンド

ンはハノ―バやその他の都市にない新興のヴァイタリティを持っていました。ヘンデ

ルの音楽はひとを楽しくさせるのが本質です。信仰の表現であったり 王候貴族の慰

みものではなく人々のためのエンタ―ティメントの音楽こそ彼のものでした。そんな

彼の音楽にはロンドンほどふさわしい都市はなかったと思われます。これから一八世

紀のロンドンとヘンデルの仕事振りを詳しく見ていきたいと思います。（１９８８年

１月３日） 

 

（２） 大旅行家ヘンデル  

 

ヘンデルが活躍した一八世

紀のヨ―ロッパの各都市と

彼の旅行ル―トを図にして

みました。いまヨ―ロッパの

都市間はどこでも飛行機で

大体一時間でいけますが、当

時の交通機関は馬車と帆船

です。メ―リケの『旅の日の

モ―ツァルト』から推定しま

すと三頭立ての馬車で一日

５０Ｋｍ位です。ロンドンか

らメサイアの完成楽譜をも

ってダブリンにいった時は

この旅行に約半月かかって

います。アイリッシュ海を渡

るのに順風をまってチェスタに数日滞在せねばならなかったのです。それでも船が

出ないのでさらにホリヘッドまで足をのばしここからダブリンに渡ったと言われて

います。 ヨ―ロッパのその頃はイギリスとオ―ストリアの八年にわたる王位継承

戦争やフランス プロイセンなど領土拡大の小競合い戦争がしょっちゅうありまし

た。たいていは局地戦ののんびりしたものですが、それでもそこは避けて行かねば
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ならなかったでしょう。ヘンデルは晩年最後のドイツ旅行中オランダのハ―グの近

くで馬車が転覆し重傷をうけながら辛うじて死をまぬがれるという事件に遭ってい

ます。それにしてもヘンデルはよく旅行しました。生れ故郷のハレからロンドンま

で８００Ｋｍ ロ―マまで１２００Ｋｍあります。生涯大きな旅行を１８回 延べ

旅行距離にして約二万キロになります。それはさておいても、なぜヘンデルは生れ

故郷のドイツを去ってイギリスを仕事の場としたのでしょうか。それが気になって

いろいろ調べてみるとなるほどのことどもがわかってきました。次回からそれを順

次ご紹介しましょう。（１９８８年１月３１日） 

 

 （３） ヘンデルのお酒落  

 

 ヘンデルは少なくとも六枚の肖像画を

残しています。その中から代表的なもの

を同い年のバッハの肖像画と並べて見ま

しょう。バッハは小学校の校長さんとい

った地味な服装で渋い顔つきに描かれて

いるのに、ヘンデルは豪華なビロ―ドのガウンに絹のストッキングそれに飾り剣をつ

けた貴族風の堂々たる風采です。この机に置かれている本はメサイアの楽譜です。こ

れに限らず彼の若いころの絵も帽子や凝った上着で描かれています。ヘンデルは大変

おしゃれだったようです。１５～１６世紀の服装感覚には今ないものがありました。

それは服飾が身分の証であったことです。平民が貴族の服装の真似をすると処罰され

たのです。英国では様々の贅沢禁止法が、これらの世紀に作られました。モ―ツァル

トの『ドンジョバンニ』や『フィガロの結婚』には、服装を取替えることで相手にな
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りすます場面が出てきます。服だけで相手をだます筋だてをたわいなく感じて見てい

ましたが、この時代の服装モラルと夜の闇の深さでそれなりの現実味があったのです。

流行は専ら上流貴族階級がつくり、それも男のお酒落が中心でした。庶民は貴族の一

時代前の流行スタイルを、それも安い着地で作る事が許されていたのです。その理由

は身分差をはっきりさせたい貴族の要求と、一方ジェントルマン商工階級からみても 

オランダからの輸入毛織物の抑制をはかり、国内織物業の育成を計ろうという考えと

が一致して、この贅沢禁止法が二世紀にわたって維持されたのです。イギリスは王様

も必要な職業として置いているというようなところがあって、万事上を上とも思わな

い社会です。庶民が貴族の流行をすぐ追掛けてきます。輸入制限で英国産の毛織物も

ようやく力がついてきます。こうなると逆に国内需要が増えたほうがいい、贅沢も結

構というわけで、とうとう贅沢禁止法は１６０４年に全廃されてしまいます。その後

の百年は庶民の服装贅沢がイギリスの産業革命をうみだしていく土壌となったのです。

ヘンデルがロンドンにきたのは、まさにそのころ１７１０年の事でした。庶民の服飾

自由化の最先端は、ひとりここロンドンでした。フランスはルイ１４世の絶対王政下、

フランス革命まではまだ百年。ドイツはもっと遅れてまだ神聖ロ―マ帝国の冠のもと

選定候達が狭い封建領土を分割支配していました。 

 

（４）  ギルド職人と音楽事業家 その一   

 

 ヘンデルとバッハ、この同い年の二人を比べていくとヘンデルのことがよくわかっ

てきます。バッハが親族にも沢山教会音楽家がいて、いわばギルド職人仲間として自

然と音楽家となったのとは事情が違い、ヘンデルの父はザクセン選定候アウグスト公

爵付き外科医師でした。父は幼児のヘンデルが音楽に親しむことに強く反対したとい

われています。外科医師からみれば、宮廷音楽士の地位は低かったからでしょう、ヘ

ンデルは父に隠れて音楽に親しみますが、その才能がひょんなことから公爵に知られ

たことで その口添えがあってはじめて音楽の先生に付くことが許されたといいます。

しかし高級職業人として成功した父の影響があったのでしょう。父がなくなったあと

１６才のときハレ大学に入り法学士になろうとします。しかし実際には音楽を学んで

いたことはいうまでもありません。 

 

 バッハが終世ドイツの宮廷と教会で地道な宗教音楽を作っていったのに対し、ヘン

デルはヨ―ロッパ２万Ｋｍを旅行し、その服飾の趣味と同じく華やかで大衆受けをね

らった音楽をつくっていったのは、かれがつねに音楽を事業としてとらまえていたか
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らのように思えます。それは音楽を職業としても、父が好まなかった地味で報いのす

くないドイツ宮廷音楽家の道ではなく、オペラのような華やかな事業成功者でありた

いと考えていたからでしょう。彼の父ゲオルグは世襲ではなく始めた外科医であり、

薬の販売を手掛け床屋を経営しさらに酒の販売のライセンスを選定候に手を回してと

るといった具合のやり手でしたから、事業の感覚は親譲りであったわけです。 

 

（４）  ギルド職人と音楽事業家 その二  

 

 ドイツの職人はギルトの世界で育っていき、ギルドによって職業的地位を得ていき

ます。バッハは音楽家系のなかで教会音楽に安住の地位を生れながらに得ることが出

来ました。ヘンデルがもしそれを望んだとしてもギルドとは無縁でしたから、きびし

い状況であったことも想像できます。このようにみていくと ヘンデルが何故ドイツ

を捨てて、ロンドンに本拠を構えたかは、偶然ではなく事業家ヘンデルの戦略的発想

からきていることがわかります。ロンドンは当時もっとも自由で成長中の享楽都市で

ありドイツ音楽家ヘンデルはそこにしかマ―ケットを見出せなかった筈です。（パリ

は市場としては大きくても田舎者ドイツ人には敷居が高い町です。） 

 音楽で事業として成功させようとするヘンデルとしては、いつも親しみやすくて 

何か人をあっといわせるドラマティックな作品をつぎからつぎへと用意せねばなりま

せん。自分自身の姿も売込まねばなりません。かれの才能はその両方を成功させてい

きます。 

かれの音楽が当時の民衆に受け かつ２５０年後のいまなお大衆受けのするものであ

ることはいささか驚くべきものがあります。たとえば甲子園夏の高校野球の優勝旗返

還の行進曲がかれのオペラ“マカベウスのユダ”の中の“勇士は帰りぬ”であったり 

去年ＮＨＫの紅白歌合戦にはじめて登場したクラシックの歌が、これまたＴＶのＣＭ

としても異色であったヘンデルの曲 オンブラ・マイ・フであったことなどでもわか

ります。 

 個人の才能と魅力だけで事業を成功させ維持していくのは大変なことです。ヘンデ

ルはついに生涯伴侶をもちませんでしたが、そのいきざまの厳しさを物語っているよ

うに思えてならないのです。 

バッハはそんなきわどい生き方はしませんでした。教会に生き安心して神に自分の音

楽の才能を捧げればよかったのです。いうなればバッハは神のため そしてヘンデル

は人のために音楽をつくったとでもいえるのでしょうか。大曲“メサィア”の魅力も

ここにあります。 
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 （５） メサイアとジョナサン・スウィフト 

 

 ヘンデル風土記の中心はやはりメサイアをめぐっての話でなければなりません。こ

の話題を表題にした本があります。ワトキン ショウの『ヘンデルのメサイア物語 

1741/1784』です。ショウは現代のヘンデル研究家で湘南フィルがうたっている楽譜も

ショウ版によって修正してつかっています。ところでこの本は銀座ヤマハにはありま

すが翻訳はありません。ついでながらいいますとヘンデルの研究書は日本ではたいへ

ん少ないのです。音楽書の棚にはモ―ツァルトが５０冊次いでベ―ト―ベンが３０ 

バッハ２０最近マ―ラがふえて５ そのほかはワ―グナ ハイドン サティまであっ

てもヘンデルはほとんどありません。音楽の友社の大作曲家シリ―ズの渡部恵一郎氏

の『ヘンデル』と フェィバ・アンド・フェィバ社の大作曲家シリ―ズ（図版が主）

の翻訳物を全音出版がだしている『ヘンデル』 やや専門的な書ではＥ・シュミ―ト

の『ヘンデル メサイア解釈と演奏』の翻訳書くらいが目下日本の専門書店で買える

邦文書のすべてです。ロマン・ロランの大作のヘンデル研究は注文しなければ入手で

きない書物になっているのは寂しいことです。ところがアメリカの書店ではこんなに

偏ってはいません。やはりベートーベンやモーツァルトはやや多いですが、日本程で

はなくて逆にヘンデルもちゃんと数冊あるのです。日本は音楽の世界も集中豪雨形な

のかと考えさせられます。 

ところでショウのメサイア物語は初演からの演奏の歴史とそのたびごとの楽譜の異

動を克明に追いかけたものです。この研究があってこそショウ版楽譜の権威が高いこ

とがわかりますが 私の知りたかった音楽風土記的疑問の答えはありませんでした。 

その疑問とは何故メサイアはアイルランドのダブリン公演のために作られたのかと

いうことであり、またロンドンでは何故棄児院の慈善公演にほとんどもっぱら使われ

るという特殊な事情になったのかということです。この疑問に答えるには１８世紀の

イギリスそしてアイルランドの生活に戻ってみなければなりません。 

 

 さてアイルランドのこと、このヘンデル風土記の冒頭で『ランアンの娘』という映

画でちょっとふれましたが、これはヨ―ロッパの民族と宗教の闘争が、これより先は

大西洋という“さいはての地”で、吹きだまりのように荒れ果てた悲劇の土地です。

ブリテン諸島の先住民族ケルト人はまずシーザーのロ―マ帝国に支配され、５世紀に

は大挙民族移動してきたアングロサクソン人に徹底的にふみにじられ、その一部は同

じケルト族の住むアイルランドに逃げていきました。その後しばらくのアイルランド

は、聖パトリックによってケルト人のゲ―ル文化を巧みに融合したキリスト教化の成
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果が実って、６～７世紀には『聖者と学者の島』といわれヨ―ロッパ大陸までその影

響を与えるようになっていました。しかしその安定は短く北からはヴァイキングの侵

入にあって僧院も荒らされるようになって疲弊します。ついに１２世紀にはイギリス

王ヘンリ二世の支配下で植民地になってしまいます。聖パトリック以来の強いカトリ

ック信仰に対しイギリス国教からの迫害と差別が加わります。ヘンデルがイギリス市

民権をとった１７２７年頃はイギリス貴族や富裕なジェントリ層による土地の囲い込

みと取上げ、産業の独占、就職差別などでアイルランド人の貧困はすさまじい姿にな

っています。 

 その頃アイルランド出身の作家でガリバー旅行記で有名となったジョナサン・スウ

ィフトが、狂気のブラック風刺『貧乏人の子供達を親と国の負担とせず公共の福祉に

役立てる方法』を発表しています。ガリバ―旅行記でイギリス宮廷やさらには人間社

会そのものへの痛烈な風刺を展開したスウィフトですが、このときはアイルランドの

聖パトリック教会の首席司祭として“みじめなアイルランド たまらないダブリン”

側にたって強力な文書活動をしました。この『貧乏人の子供達……』は不幸な子供達

とその親の窮状を救うのに、いっそのこと幼児の肉を食肉にして売出せ、その料理法

は云々といったものです。アイルランドの窮状を訴えるにこの上ない痛撃でした。こ

の頃、アイルランドからの窮民がロンドンにどっと流れて安い労働力になったもので

すから、それに反感をもった地元下層民が暴動を起したことは第一節で紹介したとお

りです。 

 一方のイギリス支配層にとってみれば、アイルランドは新興経済発展力の供給地、

活動の自由を約束してくれる地ということであったのです。スウィフトの例をみてい

ますと、若い頃、地位と利権の野心と陰謀をめぐらしたのはロンドン、そしてそれに

夢がやぶれ、政争と喧騒の都に疲れはてときの退避場所がダブリンであったのです。 

ロンドンの政争というものはいまの我々には想像もつかぬほど市民生活の隅々まで

浸透したものでありました。他のヨ―ロッパ諸国に比べてイギリスの権力構造は歴史

的に特異で、王よりも封建貴族とジェントルマンと称せられた商工富裕層の力が強く、

王は利権の承認機関のようなもので絶えず陰謀の渦中にあったのです。きかない王は

徒党を組んで追出せばよかったのです。そのための有力貴族とジェントルマンの徒党

が沢山できました。それらはクラブをつくり男たちはクラブハウスにいりびたって対

立する党派攻撃の戦術をねったり文書合戦をしたりしていました。その集約した姿が

ト―リ党とホィッグ党です。スウィフトもロンドン時代はこの渦に身を投じて栄達を

はかりましたし、わがヘンデルも好むとこのまざるにかかわらず党派争いに巻込まれ

ます。 
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ヘンデルは当時のロンドンでの第一級の文化人ですから、どのクラブもあらそって

彼をむかえたでしょう。スウィフトは若いころホィッグで活躍しましたが、ここでの

求職に失敗して王党トリ―に加わっていました。ヘンデルは元来王党派であったので

す。なぜならば彼がイギリスに帰化したころ、アン女王からイギリス国王を引き継い

だのが、ヘンデルの雇い主であったハノーバー選帝侯のジョージ１世だったのです。

そのような事情でスイフトとヘンデルは同じ王党派として付合いがあったと思います。 

 この徒党活動は政治にかぎらず、何事かを社会的に成そうとするときに、プロジェ

クトとかエンタプライズの名で資本と人の組合せを作り、王の特許を得て事をすすめ

るのが当時の風潮でした。有力王族貴族をパトロンにすれば何でもできるといった社

会全体が起業精神に満ちあふれた時代で、まさに世界を変えた産業革命の胚帯期であ

ったのです。 

ヘンデル自身もこれまでみてきたように自分の音楽が事業的にも成功することを求

めていました。ロンドンでの音楽活動が８年を経た１７１９年エンタ―プライズであ

るロイアル音楽アカデミの設立に中心人物として参画します。アカデミというと地味

な学界のようにきこえますが実はイタリアオペラの興行株式会社です。ヘンデルはこ

れを活動の場として沢山のオペラを作曲しますが、興行成績を高めるうえで重要なこ

とはイタリアから人気歌手を連れてくることであり、奇抜な舞台演出をすることでし

た。それに驚くべきことにはこのオペラの世界に党派の争いが持込まれてくるのです。 

 まず作曲家をかつぐの争いがおきます。アカデミ―がよんだ本場イタリアのオペラ

作曲家ボノンチ―ニ対ヘンデルです。ヘンデルがハノ―バ選定候兼イギリス王ジョ―

ジⅠ世の縁もあって当然王党派とみられていたことから、この反対派ホィッグ党の連

中は意図してボノンチ―ニを担ぎその作品を優先させようと画策したのです。この争

いはほぼ３年続いて一時はボノンチ―ニのイタリア風の優雅でセンチメンタルな旋律

の方が旗色はよかったこともあるのですが、結局ヘンデルの実力勝ちで終わります。 

歌手の場合はもっと派手でむくつけき争いになりました。対抗する二人のイタリアソ

プラノ歌手にそれぞれの支援党派がついたのです。オペラ劇場が野球場になったよう

なもので、互いに相手の歌手をやじりたおすために劇場を占拠し、ヘンデルのオペラ

はその喧騒にかきけされ、最後はジョ―ジⅠ世の王女が臨席している舞台の上でこの

二人がつかみ合いの喧嘩をやってしまう騒ぎになってしまいました。これでは真面目

な音楽愛好家はロンドンのオペラに愛想をつかせてしまうのが成行きです。こんなひ

どいバックグランドの上にさらにヘンデルのオペラが興行的になりゆかなくなる決定

打は、意外なことに意図せざるスウィフトの画策でした。それは『乞食オペラ』の登

場だったのです。スウィフト９度目のロンドン滞在時代になりますが、彼一流のやり
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かたで自分は表面には名をださずに、友人をそそのかしてやらせるのです。やったこ

とはヘンデルのオペラの徹底的パロデイで、荘重な歴史物語の音楽をあれこれ借りて

町の乞食たちの恋物語を場面とし、当時の貴族・権力者を痛烈に風刺したものだった

のです。これはロンドンの一世をふうびしました。そしてロイアル音楽アカデミは観

客をうばわれその年に倒産します。ヘンデル４３才の年でした。ヘンデルはしかしこ

の『乞食オペラ』の作者達にはうらみを持ったりしなかったようで、その後もシナリ

オを頼んだり付合っています。かれは真面目な顔をしていうジョ―クで人を笑わせる

人だったので『乞食オペラ』のユ―モアは自分を打っても許せたのでしょう。このア

カデミ倒産は長い目でみれば１０年後に『メサィア』をうみだすための大きな転機で

あったのです。これから約１０年ヘンデルはオペラ復権の苦しい努力をしますがもは

や過去の成功はなく、この間母をなくし自身も脳卒中で倒れるといった人生で一番苦

しい時期を過ごします。そしてこの間に徐々に向かったのが宗教的オラトリオだった

のです。ここには人をおどす舞台装置もいらず、合唱が主役で人気とりのための歌手

もいらない。純粋に音楽のよさを追及できる世界であったのです。そしてその頂点で

ある『聖なるオラトリオ』こそ、喧騒のロンドンでなく、アイルランドの首都ダブリ

ンがその初演にふさわしい場所だったのです。そこは辛味の友人スウィフトが傷心を

いやすために戻り、そして最後はその身のためでなく逆にその身を捧げて戦ったかっ

ての『学者と聖者の島』の都だったのです。 

メサイアは１７４２年４月１２日ダブリン、フィッシャンブル街のミュ―ジックホ

―ルで初演されました。この年の夏ジョナサン・スウィフトはダブリンにいて老人性

痴呆症の廃人として自分でつくった精神病院に収容されています。この初演にはスウ

ィフトが首席司祭であった聖パトリック教会の合唱隊が参加しているのです。舞台袖

に車椅子の老スウィフトがあってうっすらと正気の涙を流していたという幻想を抱き

たいのです。          （１９８８年８月７日） 

 

 （６） メサイアと孤児院  

 

 さて話は老人から一転して生れて間もない幼児とメサイアの物語です。１８世紀の

ロンドンは当時の世界でもっとも活況があり、かつ自由の都でした。世界中から仕事

を求めてあるいは宗教上の迫害を逃れた人々が流れこみ１８世紀の始めに６０万人だ

ったのが、その世紀の終わりには約９０万人にふくれあがっていきます。都市の不衛

生、貧困も急速にすすみます。悲惨なのは育てられない子供の増加でこの１７３０年

から１７４９年の統計では５才以下の幼児は年平均約７５％が死亡という信じられな
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いような数字がでています。育てられない子供を裕福な人々の住む町に持っていって

捨ててくるのはせめてもの親心だったのです。町は教会単位の教区でこの捨て児の面

倒をみることを義務付られていました。教区の委員は専属の乳母を何人も契約し、彼

女達に捨て子を預けるのです。費用の負担はその教区の裕福な家庭がすることになっ

ているので、捨て児が増えるのを迷惑がり委員もその意をうけ、また乳母達もあわれ

みの心より教区の負担を速やかに軽くする方法を優先させことも多かったようです。

こんな状況で捨て児の救済は目に見えての重要事だったのです。 

これも例のプロジェクト方式で解決を計られます。コ―ラム船長というロンドンと

米国ボストンを股にかけて造船運輸で財を成した人が、自分に子供がなかったことも

あってこの捨て児の救済計画に尽力します。コ―ラム７１才の１７３９年、１７年に

わたる奔走が実を結び国王の特許状が出て国王貴族ジェントルマンなどからの寄附を

募って捨て児育児院の設立が許可されます。二年後にいよいよ開設しました。 

初日から門の前に行列ができ、２か月未満の病気でない子３０人が受入れを許可さ

れ、３か月の間に１２０人を収容、それでも希望者は一杯で４年後には４００人の本

格的な育児院に拡大されます。収容された子供達は揃いのこざっぱりした制服を与え

られ食事も昼には肉が出され貧しい家庭以上のレベルで教育も施されるということで、

その噂を聞けばなんとしてもあそこでこの子をという親は、正式の受入れを待たずに

院の門前に捨てるということが増えてきます。地方からお金をとって捨てにくる運び

屋まででるしまつです。育児院では捨てられて知らぬうちに凍死されるのを防ぐため

門に篭を吊るし、これに入れたときベルをならせば立去ってもいいことにしたら、そ

の日のうちに１１７人、その年１年間に３

２９６人が捨てられたのでした。国王の特

許があったといっても国から資金援助が

でるような仕組みは当時なく（１７５６年

から１７６０年の間特例的に補助金が支

給されましたが）財政をどう維持するかが

院の理事達の常なる悩みでした。繰返しお

こなわれた資金集めのためのチャリティ

コンサ―トは、今日のチャリティとはちが

って大変切実だったのです。 

 １７４９年にヘンデルの曲をやったチ

ャリティコンサ―トが育児院チャペルに

１０００人の聴衆を集めて大成功を収め
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ます。これをきっかけに育児院からの要請をうけてヘンデルは育児院長に就任するの

です。そしてそれは単なる名誉職ではなく本格的な支援に乗出します。１７５０年５

月１日育児院で初めてのメサイア演奏会が彼自身の指揮で行われました。この時は入

場希望者を収容しきれない状況で５月１５日２度目のコンサ―トを開いています。こ

の２回で集めた基金は９６９ポンドでした。当時の平均的労働者の年間収入が２０～

２５ポンド、国王がこの育児院に寄附した額が２０００ポンドですからこの額は大変

なものでした。 

 ヘンデルの孤児院についての思入れについては、あるいは彼のイタリア旅行の見聞

が関係しているかもしれません。１６～７世紀イタリアは音楽作曲家と演奏家で世界

を制覇していました。ヘンデルも何度もオペラ歌手をイタリアに求めに出かけました。

実はその戦力供給基地として孤児院があったのです。ナポリやヴェネチアには１６世

紀から４つの有名なコレジオ・デ・ムジカがありそれぞれ飢えや寒さに悩む貧しい家

庭の子供と孤児を収容して徹底した音楽訓練を行っていたのです。子供達は僧服を制

服とし僅かの休憩食事時間を除いて夜明けから日の暮れるまで、ある子供は器楽の、

ある子供はカストラ―ト（いまはない男のソプラノ）要員として、音楽プロの養成が

行われていたのです。ペルゴレ―ジのような大作曲家も、宮廷での管弦楽団員も、そ

して世界に出稼ぎに出たオペラ歌手もこの卒業生から出たのです。ヘンデルがこのロ

ンドン版をつくろうと考えたかどうかは分りません。でも空しく凍えていく孤児も育

てようでこんなにも世に貢献できるようになることについては確信があったに違いあ

りません。 

 また彼にとっての特別な曲であったメサイアが、かれの晩年の新たな生き甲斐とド

ッキングしたことは自然なことでした。ダブリンからロンドンに戻っても、メサイア

はすぐに演奏会にとりあげることもせず演奏の場所も時期も慎重に選んでいた曲です。

ロンドン初演後『高貴なるエンタティメント』との誉め言葉に『わたしがただ人々を

楽しませただけだとしたら残念に存じます。わたくしは皆さんをよりよくしたいとね

がっておりましたので』と答えたと伝えられる思入れの曲でした。メサイアがこの子

供達の役に立つならばとおもったことでしょう。以降９年間亡くなるまでヘンデルは

この育児院のためのメサイア演奏会を指揮したのです。この間の収益金６７２５ポン

ドと伝えられています。（１９８８．９．２３） 

 

（７）ヘンデル讃歌 

 

最近の太平飽食の時代のため世から忘れられつつあるフランスの大作家ロマン・ロ
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ランにヘンデル研究があります。我々の時代は彼の長編小説『ジャン・クリストフ』

を青春時代のバイブルとしたものです。しかしロマン・ロランが『ベートーベンの生

涯』や「ジャン・クリストフ」を書く前に、ヘンデル研究をやり、二つの作品を書い

ていることを当時は知りませんでした。ジャン・クリストフのモデルはヘンデルであ

ったと著名のロラン翻訳者が指摘しているのには驚き２０年ぶりに読みなおしてみ

ました。二つのヨーロッパ大戦の狭間で反戦平和運動に徹し、汎ヨーロツパ主義を貫

いたロランはヘンデルのドイツ・イタリア・イギリスと国境を越えた音楽活動に深く

共感を持っていたのです。一見ベートーベンを思わせるジャン・クリストフではあり

ましたが本質はヘンデルの音楽家像が下敷きにあつたという指摘は本当でした。 

このロマン・ロランのヘンデル研究からまとめの部分を紹介します。 

 

（１）、生涯について  民衆音楽家として 

ヘンデルは１７２０年までにその修行時代を終えたと言われる。…その時まで彼は王

侯の陰に生活しており、少数のエリートのために作曲する多くの宮廷音楽家の一人な

のであった。その生活から抜けでたのはいくつかの宗教的あるいは国民的な作品を作

って彼みずから民衆の声となったときであった。    １７２０年から死にいたる

まで彼の芸術は万人に属してしまった。彼は劇場支配人となって大衆と共に闘い、１

年に２つも３つもオペラを書いて精力を消耗し、…陰謀につきまとわれ、破産に追い

たてられ、不適当な土壌のなかではとうてい成長しない発育不良のイタリアオペラを

ロンドンで生育させようという、矛盾した仕事のために２０年ものあいだ自己の天才

を消費したのであった。彼はこの激しい闘争をへて、敗れながらもなお決して敗れず

に、おのが道を傑作でちりばめながら、ついにおのが芸術の絶頂に、彼の名を不滅な

らしめた偉大なオラトリオに到達したのであった。 

彼はロンドンを去った。アイルランド総督がダブリンで音楽会を開かせようと彼を招

いたのであった。彼が友人ジエネンズの詩によって『メサイア』を作曲したのは、彼

自らもいっているように、『この寛大でいんぎんな国民に新しい何かを提供しようと

したためであった。』ヘンデルは熱狂的に迎えられた。１２月２９日に彼がジエネン

ズに書いた手紙は喜びにおどっている。イタリアにおける若い時代の年月ととともに、

彼がダブリンで過ごした時期は彼の生涯でも最も幸福な時代であった。 

 

（２）、その音楽 

彼は民族的にも性格的にも深くドイツ的であったが、芸術的には『世界市民』であっ

た。彼は当時のヨーロッバのすべての音楽の樹液を存分に吸収し、また自然の中に漂
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うさらに豊かな音楽を摂取して、あたかも人が話すように書き、人が呼吸するように

作曲したのであった。彼は作品の下書きのためのスケッチなどはしなかった。彼はさ

ながら即興するように一気に作曲した。そして事実彼は古今を通じて最も優れた即興

作曲家であったように思われる。それは描く音楽である。感動を、魂を、状況を、す

なわち感動の額縁となっている時や場所を描く音楽である。一言でいえばそれは本質

的に絵画的で劇的な芸術である。 

リヒアルト・シュトラウスは、セバスチァン・バツハを源とするポリフォニ的で交響

曲的な流れに対して、ヘンデルを源とするホモフォニー的で劇音楽的な大きな流れを

対立させている。 

 

（３）.死後の賞賛 

彼の栄光はその死後に大きくなった。…彼の生誕百年祭のためにウエストミンスタと

パンテォンとで挙げられた追悼大祭は全ヨーロッパに反響を起こした。詩人たちも同

様に彼を讃えた。ゲーテは彼を賛嘆していた。臨席したハイドンは泣いて言った。『彼

はわれわれすべての師だ。』ハイドンはヘンデルのオラトリオを聴いて『天地創造』

を作曲したのであった。ベートーベンはその作涯の終わりにヘンデルについてこうい

った。『これこそ本物だ』 

 

ヘンデルのメサイアを歌うことの喜びをあらためて感じる。そして是非ともいい演奏

をしなければと思う。なぜならこのロランの研究にこんな言葉が引用されてあるので

す、『ヘンデルを除けば、いかなる音楽家でもその音楽家をよく理解するためには、

その作品を良く演奏しなければならないなどということはない。セバスチャン・バツ

ハは自分の家で研究することができ、しかも演秦会におけるよりも充分に鑑賞するこ

とができる。しかしヘンデルにあってはその作品の良い演奏を聴かないかぎり彼の真

価を理解することはできないであろう。』(１９８９年１月２日) 

 

（８）ヘンデルからモーツァルトへ 

 

２００６年はモーツァルト生誕２５０年でした。ヘンデルが1758年に亡くなります

が、その２年前にモーツァルトは生まれました。まるでこの二人の天才作曲家は、“生

のリレー”をしていったかのようです。たしかに、この二人は本当にリレーをしたと

でも言いたくなるほど、共通点があるのです。 

まず二人は、人生の多くの時間を旅に割きました。そんなことは、バッハについて
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いえるでしょうか？ベートーベンについてはどうでしょうか？ 否です。 

ヘンデルはヨーロッパをドイツ中央のハレや、ハンブルグをスタートとして、南は

ナポリ、西はダブリンまでそれぞれ、重要な意味を持った旅行をしました。モーツァ

ルトも神童として父に連れられて、ザルツブルグからウイーン、ロンドンからパリ 

ローマ、と旅をして、死の年にもプラーハを訪ねていました。そしてモーツァルトは

『旅をしない人は哀れな人です。』と言っています。決して旅行はやむを得ず行くの

ではなく、絶えず喜んでその機会をつくりだしていました。モーツァルトは晩年、再

度ロンドンに行くことを考えていたようです。トルコ戦争で経済的に立ち行かなくな

ったウイーンでは、生活が成り立たなくなり、好況に沸くロンドンで仕事をしようと

考えたのかもしれません。準備のために英語の先生についていました。晩年の三大交

響曲や、あの今や人気第一のアイネ・クライネ・ナハト・ムジークはロンドンでの演

奏会用に準備していたのかもしれません。これらの曲は何の演奏会用とも、また誰に

頼まれたとも分からない不思議な名曲群なのです。しかし再度のロンドン行きは、か

なわぬ夢となりました。彼の人生が短かすぎたからです。 

旅が二人にもたらしたものは共通して心の世界の広がりでした。いろいろな民族や

先端の思想との交わりが、彼らの豊かな思想を形作りましたし、またその音楽を全人

類に向けたものにしました。それが３００年を経た今も古さを感じさせないで民衆に

働きかける音楽となっている理由です。 

 

作曲のやり方にも二人に大きな共通点があります。ロマン・ロランが言うように、

ヘンデルは下書きのスケッチをせず、流れるように譜面に書いたそうです。それはモ

ーツアルトにもそのまま言われることです。音楽がすべて頭の中で出来上がっていて、

後はそれを書き留めるだけで作曲ができたのです。美しいメロディがごく自然に横溢

していることも共通です。不要なパッセージはほとんどなく、和声やフーガやハーモ

ニーなどといった操作を乗り越えて、誰もが口に乗せることのできるメロディが彼ら

の音楽の特徴なのです。 

 

われわれはこのひそかに行われた偉大な二人の音楽家のリレーに感謝したいと思

います。 

（２００６年１１月８日） 
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